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宮
崎
県
高
千
穂
郷
・
椎
葉
村
は
神か
ぐ
ら楽

息
づ
く
神
話
の
里
で
あ
る
。
古
来
「
天

孫
降
臨
」
の
地
と
さ
れ
、
い
ま
も
農
耕

古
神
事
が
多
数
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、

厳
し
い
農
作
業
の
間
に
歌
わ
れ
て
き
た

「
刈
干
切
唄
」「
ひ
え
つ
き
節
」
な
ど
の

民
謡
も
多
く
、
独
特
の
農
林
文
化
が
息

づ
い
て
い
る
。
こ
こ
は
民
俗
学
の
祖
・

柳
田
国
男
を
し
て
民
俗
学
に
目
覚
め
さ

せ
た
日
本
民
俗
学
発
祥
の
地
で
も
あ

る
。
５
月
中
旬
新
緑
の
季
節
に
、
念
願

の
秘
境
を
訪
問
し
た
。

高
千
穂
郷
は
、
山
の
中
腹
を
用
水
路

が
走
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
河
川
が
深
い

渓
谷
に
あ
る
た
め
、
傾
斜
地
に
築
か
れ

た
農
地
と
河
川
に
高
度
差
が
あ
り
水
の

確
保
が
難
し
い
の
で
、
明
治
期
以
降
、

水
源
を
何
キ
ロ
も
離
れ
た
山
奥
に
求
め

て
、
水
路
と
棚
田
の
建
設
が
進
め
ら
れ

た
。
山
腹
水
路
網
５
０
０
㎞
は
大
変
な

苦
労
が
察
せ
ら
れ
る
。
先
人
か
ら
の
賜

物
だ
。

こ
の
水
路
で
、
傾
斜
地
に
あ
る
棚
田

に
水
を
供
給
し
、
稲
作
等
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
、
シ
イ

タ
ケ
、
和
牛
（
仔
牛
）、
茶
、
棚
田
で
の

稲
作
等
を
組
み
合
わ
せ
た
“
複
合
経
営
”

で
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
る
。
高
千
穂
町

の
三
田
井
地
区
の
一
部
は
市
街
地
を
形

成
し
て
い
る
。

椎
葉
村
は
、
さ
ら
に
山
奥
に
あ
り
、

宮
崎
県
を
縦
断
す
る
広
域
観
光
ル
ー
ト

「
ひ
む
か
神
話
街
道
」
を
途
中
で
外
れ
、

山
中
の
く
ね
く
ね
続
く
道
に
入
り
山
奥

へ
と
進
む
。
日
本
三
大
秘
境
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
る
（
他
は
徳
島
祖
谷
、

岐
阜
白
川
郷
）。
奥
深
く
、
祖
谷
や
白

川
郷
よ
り
は
る
か
に
秘
境
の
感
が
あ

る
。
縄
文
時
代
か
ら
続
く
「
焼
畑
」
で
、

ソ
バ
や
ヒ
エ
、
ア
ワ
な
ど
を
生
産
し
て

い
る
。
こ
こ
は
平
家
落
人
伝
説
の
舞
台

と
な
る
場
所
で
あ
り
、
こ
こ
も
神
楽
が

残
さ
れ
て
い
る
。

山
間
地
で
あ
り
森
林
が
多
い
が
、
諸も
ろ

塚つ
か

村
は
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
が
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
状
に
配
置
さ
れ
、
農
林
業
複

合
経
営
に
見
合
っ
た
森
林
保
全
の
景
観

が
広
が
っ
て
い
る
。
日
之
影
町
は
森
林

セ
ラ
ピ
ー
や
棚
田
、
五
ヶ
瀬
町
は
「
釜

炒
り
茶
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
は
あ

る
も
の
の
、
全
地
域
が
農
林
業
複
合
と

焼
畑
が
残
る
山
奥
の
秘
境
に
あ
り
な
が
ら
、
人
口
減
少
率
が
小
さ
い
。
循
環
型
の
複
合
経
営
が
農
家
経
営
を
安

定
さ
せ
、
一
方
、
神
楽
や
古
い
民
謡
な
ど
の
農
耕
文
化
が
地
域
連
帯
の
絆
を
深
め
て
お
り
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

（
強
靭
性
）
の
源
に
な
っ
て
い
る
。「
変
わ
ら
な
い
と
残
れ
な
い
」
と
意
識
変
化
、
哲
学
の
進
歩
が
見
ら
れ
る
。

山
間
地
農
林
業
複
合
経
営
の
強
靭
性

変
わ
ら
な
い
と
残
れ
な
い
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天
孫
降
臨
の
地
が
世
界
農
業
遺
産
に

1

古
く
か
ら
の
農
林
文
化
が
息
づ
い
て
い

る
。山

と
谷
が
続
き
、
面
積
の
93
％
が
森

林
、
耕
地
は
３
％
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

傾
斜
地
で
あ
る
。
こ
の
厳
し
い
条
件
の

中
、
人
々
は
農
業
と
林
業
を
複
合
的
に

行
な
う
こ
と
で
生
活
の
糧
を
得
て
い
る
。

そ
の
営
み
が
、
希
少
動
植
物
の
保
全
、

棚
田
の
美
し
い
景
観
、
昔
の
日
本
神
話

と
民
俗
を
今
に
伝
え
る
神
楽
な
ど
の
伝

統
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
こ
の
文
化
が

最
大
の
地
域
資
源
で
あ
り
、
地
方
創
生

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

古
事
記
・
日
本
書
紀
の
中
で
語
ら
れ

て
い
る
地
域
で
あ
る
。
山
間
地
で
農
林

業
複
合
経
営
で
延
々
と
続
く
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１

５
年
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

か
ら
「
世
界
農
業
遺
産
」（
Ｇジ

ア

ス

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
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ら
申
請
を
促
さ
れ
た
）。
山
が
あ
り
、
山

腹
水
路
が
あ
り
、
棚
田
が
あ
り
、
シ
イ

タ
ケ
、
和
牛
繁
殖
と
続
く
。
山
の
資
源

を
活
か
し
た
山
間
地
農
林
複
合
経
営
と

い
う
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

甲
斐
氏
「
山
の
恵
み
か
ら
全
て
が
始
ま

る
」。「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」（
強
靭
性
）
を

感
じ
さ
せ
る
地
域
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

高
千
穂
郷
は
意
外
に
も
「
豊
か
さ
」

を
感
じ
た
。
森
林
に
囲
ま
れ
小
さ
な
耕

地
で
あ
り
な
が
ら
、
農
家
収
入
は
高
収

益
の
仔
牛
や
中
山
間
地
直
接
支
払
等
の

補
助
金
で
数
百
万
円
に
は
な
ろ
う
。
す

べ
て
山
腹
水
路
と
棚
田
が
起
点
で
あ

る
。
一
方
、椎
葉
村
は
焼
畑
の「
生
命
力
」

の
高
さ
を
感
じ
た
。
人
口
減
少
は
続
い

て
い
る
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ

く
り
を
感
じ
た
。

地
域
社
会
も
変
わ
っ
て
き
た
。
神
楽

が
あ
る
か
ら
若
い
人
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

過
疎
化
を
緩
和
し
て
い
る
が
、
そ
の
求

心
力
に
な
っ
て
い
る
神
楽
も
、
従
来
の

女
人
禁
止
か
ら
女
性
も
舞
え
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
変
わ
り
始
め
た
。
高
千
穂

郷
も
椎
葉
村
も
、
変
わ
る
こ
と
で
残
っ

て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
持
続
的

な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
の
元
祖
ヨ
ー
ゼ

フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
イ
ノ
ベ
ー

に
認
定
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
名
は
「
高

千
穂
郷
・
椎
葉
山
の
山
間
地
農
林
業
複

合
シ
ス
テ
ム
」。
認
定
地
域
は
高
千
穂
郷

（
高
千
穂
町
、
日
之
影
町
、
五
ヶ
瀬
町
、

諸
塚
村
）
お
よ
び
椎
葉
村
の
３
町
２
村

で
あ
る
（
昭
和
24
年
ま
で
の
旧
臼う
す
き杵
郡

全
域
）。
５
町
村
人
口
は
約
２
万
３
０
０

０
人
（
２
０
２
０
国
勢
調
査
）。

高
千
穂
町
の
甲
斐
宗
之
町
長
に
よ
る

と
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
認
定
申
請
は
、
林
野

庁
長
官
出
身
の
松
形
祐
堯
知
事
の
「
フ

ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
構
想
（
森
林
理
想
郷
）」

（
１
９
８
７
年
）
に
起
源
が
あ
る
（
県
か

シ
ョ
ン
が
経
済
発
展
の
原
動
力
と
考
え

た
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
概
念
は
、
工
学
的
な
技
術
革
新
に

限
ら
ず
、
社
会
に
新
た
な
価
値
を
も
た

ら
す
「
新
機
軸
」
を
意
味
す
る
広
義
で

あ
る
。「
価
値
の
創
出
方
法
の
変
革
」
で

あ
る
。

秘
境
と
言
わ
れ
、
極
度
に
条
件
不
利

な
地
域
で
あ
る
高
千
穂
郷
・
椎
葉
村
は
、

社
会
の
仕
組
み
を
変
え
、
持
続
可
能
性

を
高
め
て
い
る
。「
変
わ
ら
な
い
と
残
れ

な
い
」
と
い
う
意
識
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
取
り
組
み
こ
そ
、
高
千
穂
郷
・

椎
葉
村
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の

秘
訣
だ
。
限
界
集
落
な
ら
で
は
の

哲･
･
･
･
･

学
の
進
歩
だ
。

山
腹
水
路
は「
村
の
命
」

2高
千
穂
は
東
京
で
思
っ
て
い
た
よ
り

は
開
け
て
い
た
。
中
心
部
は
町
役
場
や

高
等
学
校
、
商
店
街
も
あ
り
、
小
さ
い

な
が
ら
、
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
。

し
か
し
、
周
辺
は
断
崖
も
あ
り
、
怖
い
。

高
千
穂
郷
と
椎
葉
地
域
は
地
形
が
違

う
。
山
と
谷
が
連
綿
と
続
く
の
は
同
じ

だ
が
、
高
千
穂
郷
は
山
と
山
の
間
の
谷

に
阿
蘇
山
の
火
砕
流
が
流
れ
込
み
、
台

地
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ
に
農
地
を

確
保
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
椎
葉
は

阿
蘇
の
火
砕
流
が
な
い
の
で
、
山
と
深

い
谷
か
ら
な
り
、
空
が
狭
い
。
高
千
穂

は
台
地
状
の
開
け
た
空
間
が
あ
り
、
空

が
広
い
。

水み

ど

り
土
里
ネ
ッ
ト
高
千
穂
（
高
千
穂
土

地
改
良
区
）
理
事
長
田
崎
耕
平
氏
（
67

歳
）
の
案
内
で
、
山
腹
水
路
を
見
に
行

っ
た（
岩
川
水
路
）。
水
源（
取
水
口
）は
、

山
腹
に
あ
る
棚
田
と
渓
谷
状
の
河
川
の

高
度
差
が
大
き
く
、
垂
直
に
架
か
っ
た

梯
子
を
１
０
０
ｍ
も
降
り
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
怖
く
て
カ
メ
ラ
に
収
め
る
こ

と
も
で
き
な
か
っ
た
。

山腹水路（高千穂町三田井地区）。幅1.15～ 1.5ｍ、傾斜 1/1000

表1：高千穂郷・椎葉村の人口推移

出所：国勢調査。

高千穂町 日之影町 五ヶ瀬町 諸塚村 椎葉村

1960 27,052 15,711 9,321 8,048 10,879
1970 22,131 10,261 7,104 4,582 7,616
1980 19,957 8,013 6,034 3,470 5,478
1990 18,093 6,550 5,394 2,917 4,611
2000 15,843 5,445 5,079 2,402 3,769
2010 13,273 4,463 4,427 1,882 3,092
2020 11,642 3,635 3,472 1,486 2,503

2020/1960
増減率％ -57.0 -76.9 -62.8 -81.5 -77.0 
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神
楽
が
集
落
を
守
る

高
千
穂
町
向む
こ
う
や
ま山
地
区
の
秋
元
集
落
の

「
農
家
民
宿 

蔵
森
」（
飯
干
金
光
氏
経
営
）

に
泊
ま
っ
た
（
屋
号
は
「
ヤ
」）。
不
便

な
山
奥
で
あ
る
。
し
か
し
、
泊
ま
り
は

高
級
旅
館
の
気
分
だ
っ
た
。
古
民
家
を

内
装
改
造
し
た
広
々
と
し
た
建
物
で
、

自
家
菜
園
で
採
れ
た
て
の
野
菜
や
囲
炉

裏
で
焼
く
ヤ
マ
メ
料
理
で
持
て
な
さ
れ
、

高
級
料
亭
に
も
優
る
雰
囲
気
で
あ
る
。

田
舎
の
魅
力
を
味
わ
え
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
歴
史
や
風
習
、
郷
土
芸
能

な
ど
面
白
い
話
を
聞
き
な
が
ら
、
楽
し

く
食
事
が
で
き
る
。

標
高
５
０
０
ｍ
、
朝
は
雲
海
が
眺
め

ら
れ
素
晴
ら
し
い
と
言
わ
れ
た
が
、
あ

い
に
く
「
卯
の
花
腐く
た

し
」
で
五
月
雨
け

ぶ
る
朝
だ
っ
た
。

飯
干
金
光
さ
ん
（
71
歳
）
は
、
町
役

場
を
定
年
退
職
し
た
後
、
農
家
民
宿
を

始
め
た
（
２
０
１
０
年
）。「
山
暮
ら
し

の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
始
め
た
よ
う
だ
。
ど
う
や

ら
、「
神
楽
き
ち
」
の
よ
う
だ
。
夜
を

徹
し
て
舞
い
明
か
す
と
い
う
。
皆
、
自

分
の
所
の
神
楽
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

高
千
穂
町
に
は
、
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
「
高
千
穂
夜
神
楽
」
が
あ

る
。
神
楽
は
年
に
一
度
、
11
月
10
日
、

集
落
ご
と
に
実
行
さ
れ
る
。
現
在
、
夜

神
楽
が
19
集
落
で
残
っ
て
い
る
（
公
民

館
数
56
、
も
と
も
と
は
ど
の
集
落
で
も

い
る
。
直
接
支
払
制
度
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ

が
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
と
そ

の
集
落
は
交
付
金
が
貰
え
な
く
な
る
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
田
崎
さ
ん
に
よ
る

と
、「
も
し
畑
だ
と
荒
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

棚
田
、
水
田
だ
か
ら
荒
れ
な
い
」。
水
路

は
年
４
回
管
理
作
業
が
あ
る
。
草
刈
り

が
３
回
、
泥
上
げ
１
回
。
農
家
で
あ
る

限
り
、
勤
め
て
い
て
も
駆
り
だ
す
。
山

腹
用
水
路
が
複
合
経
営
を
通
し
て
農
家

経
済
を
安
定
さ
せ
て
い
る
が
、
逆
に
、

農
業
経
営
の
継
続
が
山
腹
用
水
路
を
守

っ
て
い
る
。

田
崎
理
事
長
は
「
水
路
は
村
の
命
」

と
語
る
。
山
腹
用
水
路
は
斜
面
を
流
れ

る
雨
水
を
受
け
止
め
て
災
害
を
防
い
で

い
る
。
集
落
の
消
火
、
消
雪
、
生
活
用

水
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
用
水
路
の

維
持
管
理
は
村
の
大
事
だ
。
水
利
組
合

の
使
命
を
一
生
懸
命
に
果
た
し
て
い
る

田
崎
さ
ん
は
、
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ

れ
、
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

高
千
穂
町
秋
元
集
落
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

3

こ
の
地
域
は
、
近
世
以
前
は
農
地
の

大
部
分
は
焼
畑
や
畑
で
、
コ
メ
も
一
部

で
陸
稲
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い
た（
湧

水
や
地
表
水
に
恵
ま
れ
た
一
部
の
土
地

で
は
古
く
か
ら
棚
田
が
拓
か
れ
て
い
た

が
そ
の
面
積
は
少
な
か
っ
た
）。
人
々
は

食
味
が
良
く
、
安
定
し
て
収
量
が
高
い

水
田
で
の
稲
作
を
渇
望
し
、
水
源
を
山

奥
に
求
め
斜
面
に
水
路
を
構
築
し
、
棚

田
を
建
設
し
た
。
水
路
は
１
６
０
０
年

代
前
半
よ
り
造
成
が
進
め
ら
れ
、
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
造
成
は
加
速
し
た
。

現
在
、
総
延
長
５
０
０
㎞
の
山
腹
用
水

路
と
１
８
０
０
ha
の
棚
田
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

山
腹
用
水
路
の
整
備
で
、
焼
畑
が
棚

田
に
代
わ
り
、
人
々
は
美
味
し
い
お
米

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
棚
田

と
い
う
と
前
近
代
的
な
も
の
の
よ
う
に

受
け
止
め
る
が
、
山
腹
用
水
路
と
棚
田

は
、
明
治
時
代
の
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
棚
田
の
畔
や
法の
り
め
ん面
は
、
そ
の

維
持
管
理
の
た
め
草
刈
り
が
行
な
わ
れ

る
が
、
そ
の
雑
草
は
畜
産
粗
飼
料
と
な

り
、
肉
牛
生
産
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
。
当
地
域
農
業
の
多
角
化
、
複
合
経

営
を
可
能
に
し
、
農
家
経
営
を
安
定
さ

せ
て
い
る
。

山
の
急
斜
面
に
広
が
る
棚
田
は
美
し

い
景
観
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
も
、
高
千
穂
郷
の
誇
り

で
あ
る
。
農
水
省
の
「
日
本
棚
田
百
選
」

１
２
４
カ
所
の
う
ち
７
カ
所
は
こ
こ
に

あ
る
。

田
崎
さ
ん
の
経
営
は
、
棚
田
１
３
０

ａ
、
う
ち
75
ａ
は
稲
作
（
品
種
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
、
反
収
４
５
０
㎏
）、
残
り
半
分
は

飼
料
用
米
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）。
母
牛
８
頭
の
繁

殖
経
営
。
仔
牛
価
格
は
高
騰
し
、
１
頭

77
万
円
も
す
る
の
で
、
畜
産
だ
け
で
６

０
０
万
円
に
達
す
る
（
筆
者
試
算
）。
シ

イ
タ
ケ
も
栽
培
し
て
い
る
（
種
駒
１
万

５
０
０
０
）。

こ
の
ほ
か
、
国
か
ら
助
成
金
が
あ
る
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
（
10
ａ

当
た
り
８
万
円
）、
産
地
交
付
金
（
転

換
作
物
拡
大
加
算
等
、
１
・
５
万
円
）

が
あ
る
。
自
分
の
エ
サ
用
に
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を

栽
培
し
て
８
万
円
、
牧
草
イ
タ
リ
ア
ン

で
１
・
５
万
円
、
10
ａ
当
た
り
９
・
５

万
円
も
助
成
金
が
あ
る
。
粗
収
入
１
０

０
０
万
円
（
推
計
）。

こ
の
地
域
は
、シ
イ
タ
ケ
、牛
、野
菜
、

コ
メ
の
複
合
経
営
で
あ
り
、
ど
の
農
家

も
一
年
中
働
い
て
い
る
。
畜
産
が
盛
ん

で
あ
り
、
こ
ん
な
辺
鄙
な
と
こ
ろ
で
あ

り
な
が
ら
、農
家
収
入
は
結
構
高
い
（
平

均
５
０
０
万
円
）。
山
間
地
で
あ
り
な
が

ら
、
豊
か
な
地
域
に
見
え
た
。

農
家
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
若
い

畜
産
農
家
が
借
地
し
、
牧
草
を
植
え
て
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神
楽
が
あ
っ
た
）。
な
お
、
現
在
、
日
神

楽
を
含
め
る
と
20
数
集
落
あ
る
。

神
楽
す
る
に
は
最
低
20
人
必
要
。
し

か
も
、
夜
中
ぶ
っ
通
し
で
（
夕
方
５
時

か
ら
翌
日
昼
ま
で
）
や
る
か
ら
体
力
が

い
る
の
で
、
若
い
人
が
必
要
。
秋
元
集

落
は
住
民
80
人
い
る
の
で
、
何
と
か
で

き
る
。

神
楽
が
残
っ
て
い
る
集
落
は
元
気
と

言
わ
れ
る
。
神
楽
は
集
落
の
元
気
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
な
お
、
向
山
地

区
に
は
７
集
落
（
公
民
館
）
あ
る
が
、

神
楽
が
残
っ
て
い
る
の
は
秋
元
を
含
め

３
集
落
で
あ
る
。
半
分
は
消
え
た
。

神
楽
は
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
氏
神
様

に
奉
納
す
る
も
の
で
、
神
々
の
舞
を
通

じ
て
地
域
は
一
体
と
な
る
。
氏
神
様
を

迎
え
て
、
民
家
で
催
さ
れ
る
。
希
望
者

の
家
の
持
ち
回
り
だ
。
自
分
の
家
で
神

楽
し
て
も
ら
え
る
の
は
「
光
栄
！
」
と

考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
最
近
は
賄
い
や
住
居
構
造

の
制
約
か
ら
、
公
民
館
で
行
な
う
の
が

多
く
、
民
家
で
や
る
と
こ
ろ
は
２
集
落

だ
け
で
あ
る
。
接
待
役
の
女
性
の
仕
事

が
大
変
な
負
担
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ

う
だ
。
女
性
が
強
さ
を
発
揮
し
始
め
て

い
る
。

神
楽
の
伝
統
に
も
大
き
な
変
化
が
訪

れ
て
い
る
。
神
楽
は
、舞
う
人
は
男
（
女

人
禁
止
）、
接
待
役
は
女
性
と
決
ま
っ
て

い
る
が
、
い
ま
は
舞
う
男
（
最
低
20
人
）

が
不
足
し
、
女
性
の
参
加
が
現
れ
始
め

た
。
村
の
話
題
は
、
継
続
か
、
昔
か
ら

の
伝
統
を
守
っ
て
消
滅
か
。
伝
統
を
守

る
か
（
女
性
を
入
れ
て
で
も
神
楽
を
残

し
て
い
く
か
）、
神
楽
が
な
く
な
っ
て
い

く
の
か
の
論
争
だ
。
天
照
大
神
は
“
女

神
”
だ
っ
た
と
い
う
の
は
革
新
派
の
主

張
。町

に
近
い
と
こ
ろ
ほ
ど
、「
伝
統
」（
女

人
禁
止
）
を
守
り
神
楽
は
消
え
た
。
生

活
が
便
利
と
い
う
状
況
に
甘
え
て
「
変

え
よ
う
と
し
な
い
」
か
ら
だ
。

飯
干
さ
ん
は
「
集
落
を
維
持
し
て
い

く
に
は
氏
神
が
あ
っ
て
、
神
楽
が
あ
っ

て
、こ
の
二
つ
が
必
要
」と
考
え
て
い
る
。

秋
元
集
落
は
、
氏
神
様
に
守
ら
れ
て
い

る
と
い
う
意
識
の
強
い
人
が
多
い
。
だ

か
ら
、
氏
神
様
を
大
切
に
す
る
。

役
場
を
辞
め
地
域
ビ
ジ
ネ
ス

秋
元
集
落
は
「
飯
干
」
姓
が
多
い
（
９

割
は
飯
干
姓
、
村
の
入
口
か
ら
順
に
イ

ロ
ハ
屋
号
を
付
け
て
区
別
）。
飯
干
淳
志

氏
（
67
歳
）
は
衰
退
し
て
い
く
故
郷
を

み
て
（
高
齢
化
率
60
％
以
上
の
限
界
集

落
）、「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
、
持
続

可
能
な
村
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
考

え
、
町
役
場
を
定
年
を
待
た
ず
退
職
し

た
（
２
０
１
０
年
、
当
時
54
歳
）。「
役

場
に
い
て
は
地
域
振
興
で
き
な
い
」
と

思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
で
生
産
性
、
所
得
を
上

げ
る
に
は
、
農
業
専
業
で
は
や
れ
な
い

と
考
え
、「
村
ま
る
ご
と
博
物
館
」
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
を
考
え
た
。
神
楽
、

神
話
、
歴
史
、
ジ
オ
パ
ー
ク
、
ル
ー
ツ
、

自
然
環
境
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
商
品・

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
次
代
の
田
舎
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
り
、
田
舎
を
若
者
が
暮
ら
せ
る

社
会
に
し
た
い
と
考
え
た
の
だ
。「
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
考
え
方
は
、

若
い
頃
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
旅
行
で
初
め

て
知
っ
た
（
当
時
35
歳
）。
日
本
で
は
ま

だ
な
か
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
場
活
性
化

を
考
え
、
村
お
こ
し
の
人
た
ち
に
も
協

力
を
求
め
た
が
、「
や
る
気
だ
け
で
は
だ

め
」
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
。
人
材

の
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

何
よ
り
も
、
人
材
を
育
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
た
。「
㈱
高
千
穂
ム
ラ

た
び
」
を
設
立
し
、
ど
ぶ
ろ
く
、
甘
酒
、

梅
の
出
荷
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
を
始
め
た
。

農
産
品
の
付
加
価
値
が
20
倍
、
30
倍
と

高
く
な
っ
た
。
い
ま
、
売
上
高
１
億
円
、

従
業
者
数
15
人
規
模
に
成
長
し
て
い

る
。
Ｕ
タ
ー
ン
も
、
Ｉ
タ
ー
ン
も
い
る
。

集
落
の
ジ
ー
ち
ゃ
ん
バ
ー
ち
ゃ
ん
は
、

得
意
分
野
を
生
か
し
て
直
売
所
（
無
人
）

と
食
堂
（
８
人
）
を
始
め
た
。
生
活
意

欲
の
喚
起
に
役
立
っ
て
い
る
。

近
年
、
秋
元
集
落
の
人
口
減
少
率
は

緩
く
な
っ
て
き
た
。
２
０
０
０
年
以
降
、

５
年
間
の
減
少
率
は
18
％
、
13
％
、
18

％
と
大
き
い
が
、
15
～
20
年
は
12
％
減

と
緩
和
し
た
。
自
分
の
故
郷
が
世
の
中

に
知
ら
れ
て
い
く
に
伴
い
、
退
職
後
は

村
に
帰
る
人
も
出
て
き
て
い
る
。
世
界

農
業
遺
産
認
定
の
効
果
も
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
の
効
果
は
教
育
に

高
千
穂
町
の
甲
斐
宗
之
町
長
に
Ｇ
Ｉ

Ａ
Ｈ
Ｓ
認
定
の
効
果
を
お
尋
ね
し
た
。

甲
斐
氏
「
経
済
効
果
は
難
し
い
。
し
か

し
、
人
材
育
成
に
生
か
せ
る
。
高
千
穂

高
校
は
地
域
を
学
ん
で
い
こ
う
と
ク
ラ

ブ
活
動
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
高
校
生
が
雑
誌
や
動
画
を
作
っ
て
、

小
・
中
学
校
に
出
向
い
て
、
地
元
の
地

域
資
源
や
暮
ら
し
、
文
化
を
教
え
て
い

る
」。

「
普
通
」
と
思
っ
て
い
る
暮
ら
し
が
、

外
部
か
ら
見
る
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
を

地
域
の
人
に
気
づ
い
て
も
ら
お
う
と
い

う
こ
と
だ
。「
中
学
生
サ
ミ
ッ
ト
」
も
あ

る
（
年
１
回
）。
神
楽
や
生
物
多
様
性

に
つ
い
て
の
発
表
会
だ
。

「
当
た
り
前
が
す
ご
い
」。
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ

を
契
機
に
、
若
い
世
代
に
こ
の
地
域
の

す
ば
ら
し
さ
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
都
会
に
出
て
行
っ
た
若
い
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杉
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
植
林
地
は
常
緑

樹
の
た
め
林
地
は
暗
く
、
下
草
や
昆
虫

な
ど
も
生
育
・
生
息
し
に
く
い
。
一
方
、

定
期
的
に
木
を
伐
り
、
山
に
火
を
入
れ
、

山
の
中
に
日
当
た
り
の
よ
い
畑
地
を
作

り
出
す
焼
畑
は
、
植
物
が
花
を
咲
か
せ
、

昆
虫
が
活
動
、
野
鳥
も
飛
来
し
、
生
態

系
が
豊
か
な
環
境
を
作
っ
て
い
る
。
焼

畑
は
生
き
も
の
を
増
や
す
。
生
物
多
様

性
の
向
上
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
ま
た
、

灰
が
土
壌
を
中
和
さ
せ
る
ほ
か
肥
料
に

も
な
り
、
元
気
な
作
物
を
育
て
る
。

焼
畑
の
火
入
れ
は
、
体
験
参
加
の
た

め
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て

く
る
。
メ
デ
ィ
ア
、研
究
者
、観
光
客
だ
。

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
海
外
か
ら
も
来
る
。

設
定
日
（
多
く
は
８
月
３
日
）
通
り
に

実
行
さ
れ
れ
ば
、
１
０
０
人
く
ら
い
集

ま
る
。
終
わ
っ
た
後
の
ビ
ー
ル
が
楽
し

み
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
山
の
天
気
は

気
ま
ぐ
れ
、
過
去
23
年
間
で
設
定
日
通

り
は
４
回
だ
け
。
焼
畑
は
運
だ
。
日
程

が
ズ
レ
る
と
参
加
者
は
30
名
く
ら
い
に

減
る
。
設
定
日
変
更
は
ビ
ー
ル
飲
み
損

ね
た
と
文
句
が
で
る
。
勝
さ
ん
は
焼
畑

が
近
づ
く
と
、
１
週
間
前
か
ら
胃
が
痛

く
な
る
そ
う
だ
。

尾
向
地
区
は
、「
焼
畑
蕎
麦
苦
楽
部
」

が
結
成
さ
れ
て
い
る
（
２
０
０
８
年
結

成
）。
民
宿
焼
畑
の
勝
さ
ん
が
中
心
に
な

っ
て
、
焼
畑
を
次
世
代
に
継
承
す
る
目

的
で
、
現
在
11
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る

（
男
５
、
女
6
）。
ク
ラ
ブ
を
「
苦
楽
部
」

と
し
た
の
は
「
山
の
仕
事
は
重
労
働
。

し
か
し
、
一
緒
に
集
ま
っ
て
汗
を
流
し

て
作
業
す
る
こ
と
で
苦
し
い
こ
と
も
楽

し
み
や
喜
び
に
変
わ
っ
て
い
く
」
気
持

ち
を
表
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
焼
畑
の

と
き
は
、
火
入
れ
や
ソ
バ
の
種
蒔
き
ま

で
部
員
総
出
で
行
な
う
。

尾
向
小
学
校
は
１
９
８
８
年
か
ら
、

焼
畑
の
体
験
学
習
を
毎
年
行
な
っ
て
い

る
（
山
は
毎
年
、山
持
ち
か
ら
借
り
る
）。

子
供
た
ち
自
身
が
火
入
れ
か
ら
収
穫
、

脱
穀
、
そ
し
て
収
穫
し
た
ソ
バ
の
実
を

石
臼
で
挽
き
、
ソ
バ
を
打
っ
て
地
域
の

人
た
ち
と
一
緒
に
食
べ
る
。
こ
の
徹
底

し
た
体
験
学
習
は
焼
畑
継
承
に
つ
な
が

る
で
あ
ろ
う
。

民
宿
焼
畑
に
は
、「
焼
畑
新
聞
」（
小

４
作
品
）
が
飾
っ
て
あ
る
。
夏
休
み
に

日
向
市
な
ど
各
地
か
ら
帰
っ
て
く
る
勝

さ
ん
の
孫
た
ち
が
、
夏
休
み
の
宿
題
と

し
て
調
べ
て
作
っ
た
新
聞
だ
。

３
年
輪
作
の
循
環
的
農
法

椎
葉
勝
さ
ん
に
焼
畑
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
。
勝
さ
ん
は
山
林
を
50‌

ha
所
有

し
て
い
る
。
昨
年
、
60
年
生
の
杉
を
切

っ
て
、
０
・
５
ha
焼
い
た
。
そ
こ
に
は

平
家
大
根
や
平
家
カ
ブ
の
菜
の
花
が
咲

い
て
い
た
。

焼
畑
と
生
物
多
様
性

椎
葉
村
は
日
本
三
大
秘
境
の
一
つ
で

あ
る
。
山
奥
で
あ
る
。
焼
畑
と
平
家
落

人
伝
説
が
有
名
だ
。
そ
の
山
奥
の
山
奥
、

村
役
場
の
あ
る
上
椎
葉
か
ら
車
で
さ
ら

に
50
分
、
尾お
む
か
い向
地
区
向
山
に
あ
る
民
宿

「
焼
畑
」（
椎
葉
勝
氏
経
営
、
69
歳
）
に

泊
ま
っ
た
。
椎
葉
独
特
の
型
式
、
横
に

長
い
家
屋
だ
（
向
山
区
は
８
割
は
椎
葉

姓
。
勝
さ
ん
の
屋
号
は
「
神み
こ
し輿

」）。

焼
畑
は
１
９
５
０
年
頃
ま
で
は
全
国

各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
は

全
国
で
も
唯
一
、
当
地
だ
け
で
あ
る
。

椎
葉
村
も
各
地
で
焼
畑
が
あ
っ
た
が
、

遅
く
ま
で
残
っ
て
い
た
尾
向
地
区
で
も

向
山
を
除
き
90
年
頃
に
は
な
く
な
っ
た
。

椎
葉
地
域
は
神
話
は
な
い
。
逆
に「
ひ

え
つ
き
節
」（
庭
の
山
椒
の
木
～
）
な
ど

民
謡
の
宝
庫
だ
（
猟
師
の
多
い
と
こ
ろ

は
民
謡
が
多
い
）。
柳
田
国
男
は
明
治

41
年
（
１
９
０
８
）
７
月
、
椎
葉
村
を

訪
れ
、
猪
鹿
の
狩
猟
風
俗
な
ど
を
調
査

し
、
翌
年
、
民
俗
学
関
係
で
は
初
め
て

の
書
と
な
る
『
後の
ち
の
か
り
こ
と
ば
の
き

狩
詩
記
』
を
著
し
た
。

椎
葉
村
は
日
本
民
俗
学
の
発
祥
の
地
で

あ
る
。

椎
葉
は
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
ジ
ビ

エ
と
ソ
バ
や
ヒ
エ
が
主
食
、
そ
の
大
部

分
の
作
物
は
焼
畑
で
作
ら
れ
た
（
１
７

４
６
年
の
記
録
に
よ
る
と
、
椎
葉
の
耕

地
は
田
２
反
３
畝
、
畑
49
町
、
焼
畑
４

２
９
町
だ
っ
た
）。

焼
畑
は
ソ
バ
、ヒ
エ
、ア
ワ
、ア
ズ
キ
、

大
豆
を
“
輪
作
”
し
た
後
、
20
～
30
年

の
休
閑
期
間
を
置
い
て
森
林
に
戻
し
、

地
力
が
回
復
し
た
と
き
、
再
び
焼
畑
を

行
な
う
循
環
的
な
農
法
で
あ
る
。
ま
た
、

多
様
な
雑
穀
を
組
み
合
わ
せ
た
“
輪
作

体
系
”
が
特
徴
だ
。

椎
葉
村
は
生
命
力
を
感
じ
る

4 世
代
も
、
神
楽
の
時
期
に
は
帰
っ
て
く

る
。
就
職
も
、
神
楽
の
と
き
に
は
帰
れ

る
よ
う
に
と
九
州
地
区
に
就
職
す
る
人

も
い
る
。
自
分
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
認
定
の
地
域
振
興
に
与

え
る
効
果
は
、
短
期
的
に
は
小
さ
い
よ

う
だ
（
経
済
効
果
）。
し
か
し
、
若
い
世

代
の
教
育
を
通
し
て
、
長
期
的
に
は
効

果
が
あ
る
と
言
え
そ
う
だ
。

天
孫
降
臨
の
神
話
や
伝
説
、
神
楽
な

ど
の
伝
統
文
化
こ
そ
、
こ
の
地
域
の
最

大
の
地
域
資
源
で
あ
り
、
こ
の
文
化
の

商
品
化
を
も
っ
と
積
極
的
に
考
え
て
も

い
い
よ
う
に
思
え
た
。
経
済
効
果
が
期

待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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焼
畑
は
前
年
12
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
伐
採
し
、
葉
や
枝
を
枯
ら
し
て
、
８

月
に
焼
く
。
午
前
中
に
焼
き
、
当
日
午

後
、
ま
だ
地
面
が
燻
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
ソ
バ
を
蒔
く
。
ソ
バ
は
75
日
で
収
穫

で
き
る
の
で
、
８
月
に
蒔
き
10
月
収
穫

に
な
る
。
ソ
バ
の
後
、
春
ま
で
畑
を
休

ま
せ
、
５
月
に
ヒ
エ
、
ア
ワ
を
植
え
る
。

焼
畑
は
１
年
目
は
ソ
バ
、
２
年
目
は
稗ヒ
エ

と
粟ア
ワ

、
３
年
目
は
小ア
ズ
キ豆
と
大
豆
を
植
え

る
。
順
番
が
決
ま
っ
て
い
る
。
３
年
輪

作
で
あ
る
。
先
代
ま
で
は
５
年
輪
作
だ

っ
た
。
１
年
目
ソ
バ
、
２
年
目
ヒ
エ
、

３
年
目
ア
ズ
キ
、
４
年
目
大
豆
だ
っ
た

が
、
需
要
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
ヒ
エ
、

ア
ワ
等
は
面
積
を
半
分
に
減
ら
し
た
。

結
果
、
３
年
輪
作
に
な
っ
た
。
順
番
は

先
代
が
考
え
た
。

ソ
バ
が
メ
イ
ン
だ
。
勝
さ
ん
は
「
ソ

バ
は
雑
穀
で
は
な
い
」
と
言
う
。
ソ
バ

は
「
ミ
カ
ド
」（
三
角
形
）
で
あ
り
、
エ

ラ
イ
！　

雑
穀
と
一
緒
に
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
。

山
は
毎
年
、
焼
く
。
３
年
輪
作
な
の

で
、
畑
は
３
カ
所
あ
る
。
ソ
バ
、
ヒ
エ
・

ア
ワ
、
ア
ズ
キ
・
大
豆
と
３
年
輪
作
し

た
後
、
畑
は
放
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
20

年
休
ま
せ
た
後
、
植
林
す
る
（
以
前
は

30
年
後
）。
そ
し
て
地
力
が
回
復
し
た

60
年
後
、
再
び
焼
畑
を
行
な
う
。
と
こ

ろ
で
、
樹
種
選
び
も
焼
畑
に
影
響
が
出

る
よ
う
だ
。
杉
の
後
の
焼
畑
よ
り
、
広

葉
樹
の
後
の
焼
畑
の
方
が
量
が
沢
山
と

れ
、
ま
た
美
味
し
い
と
い
う
。

ヒ
エ（
稗
）の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

も
う
一
つ
の
焼
畑
（
5
年
経
過
）
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
。
3
年
輪
作
を
終
え
、

雑
草
が
茂
っ
て
い
た
が
、
タ
ラ
ノ
木
が

い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
た
。
タ
ラ
ノ
木
は

面
白
い
。
杉
林
を
伐
採
し
火
を
入
れ
る

と
、
翌
春
、
す
ぐ
ウ
ド
と
タ
ラ
の
木
が

生
え
て
く
る
。
60
年
間
地
中
に
寝
て
い

た
の
だ
。
何
十
年
間
も
寝
て
い
て
、
焼

く
の
を
待
っ
て
い
る
。
火
の
刺
激
で
発

芽
す
る
。
そ
し
て
、
2
、
3
年
目
か
ら
、

「
山
菜
の
王
様
」タ
ラ
の
芽
を
沢
山
付
け
、

5
～
7
・
8
年
で
枯
れ
る
（
10
年
は
持

た
な
い
）。
そ
し
て
、
ま
た
60
年
間
眠
り

に
つ
き
、
次
の
焼
畑
で
ま
た
芽
を
出
す
。

そ
の
生
命
力
と
数
奇
と
も
い
え
る
運
命

に
興
味
を
持
っ
た
。

ヒ
エ
も
、
驚
く
べ
き
生
命
力
だ
。
小

さ
な
一
粒
で
、
何
万
倍
に
も
増
え
る
。

ま
た
、
半
世
紀
で
も
保
存
で
き
る
（
ア

ワ
は
３
～
４
年
、
コ
メ
も
同
じ
）。
一
束

播
種
し
て
、
何
万
倍
に
増
え
る
。
誠
さ

ん「
こ
れ
が
椎
葉
の
ス
ゴ
イ
と
こ
ろ
だ
」。

ヒ
エ
は
栄
養
価
が
高
く
、
ビ
タ
ミ
ン

類
も
豊
富
だ
。
ご
飯
に
入
れ
た
り
（
も

ち
も
ち
ご
飯
に
な
り
甘
み
も
あ
る
）、
ヒ

エ
雑
炊
に
す
る
（
イ
ノ
シ
シ
の
脂
身
と

骨
付
き
肉
を
入
れ
る
）。
た
だ
、
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
精
白
す
る
の
が
大
変
。
ヒ

エ
は
３
皮
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

皮
を
剥
い
て
実
を
取
り
出
す
の
が
大

変
。
手
間
が
掛
か
る
の
で
、
価
格
も
１

㎏
７
５
０
０
円
と
高
い
。

ヒ
エ
は
10
ａ
で
50
㎏
収
穫
（
穂
ベ
ー

ス
）
で
き
る
。
精
白
し
た
実
は
３
分
の

１
に
な
る
。
栽
培
は
傾
斜
地
で
な
い
と

ダ
メ
（
田
ん
ぼ
で
栽
培
す
る
と
風
味
が

な
い
）。
い
ま
、
焼
畑
は
全
国
で
勝
さ
ん

だ
け
で
あ
る
が
、
ヒ
エ
も
勝
さ
ん
一
人

で
あ
る
。

「
ひ
え
つ
き
節
」
歌
は
知
っ
て
い
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
ヒ
エ
を
食
べ
た
こ
と

な
い
。筆
者
は
今
回
、ヒ
エ
入
り
ご
飯
も
、

ヒ
エ
雑
炊
も
ご
馳
走
に
な
っ
た
。
幸
い

な
る
か
な
。
民
宿
「
焼
畑
」
の
料
理
は

美
味
し
か
っ
た
。

タ
ラ
の
木
も
ヒ
エ
も
、
そ
の
生
命
力

に
驚
い
た
。
縄
文
時
代
か
ら
続
く
焼
畑
、

秘
境
に
あ
り
な
が
ら
続
く
椎
葉
集
落
の

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」（
注
）
も
、
こ
こ
に

源
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

注�

：
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（resilience

）
は
弾
力
、

回
復
力
、
復
元
力
、
強
靭
性
を
意
味
す
る
英

語
。
困
難
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
な

や
か
に
適
応
し
て
生
き
延
び
る
力
を
言
う
。

近
年
、
生
態
系
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

そ
れ
と
と
も
に
こ
の
概
念
が
流
行
っ
て
い

る
。
筆
者
も
、
反
対
語
の
バ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ

ィ
（vulnerability 

脆
弱
性
）
は
学
生
時
代

に
覚
え
た
が
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
言
葉

に
接
し
た
の
は
最
近
で
あ
る
。
リ
ス
ク
適
応

能
力
、
危
機
管
理
能
力
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
概
念
だ
。

移
住
と
交
流
が
村
を
支
え
る

椎
葉
勝
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
は
長
距
離

ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
。
椎

葉
村
を
出
て
全
国
色
々
な
と
こ
ろ
に
行

け
る
こ
と
を
夢
見
た
。
23
年
前
、
父
が

倒
れ
た
の
で
帰
っ
て
き
た
。
民
宿
は
勝

さ
ん
が
帰
っ
て
く
る
10
年
前
か
ら
、
父

が
始
め
た
。
当
初
は
、
大
学
の
先
生
や

焼
畑
体
験
に
来
て
泊
ま
る
人
た
ち
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
許
可
を
取
っ
て
や
ろ
う

と
民
宿
に
な
っ
た
。

椎
葉
村
の
人
口
は
、
勝
さ
ん
が
村
を

出
た
と
き
（
１
９
８
４
年
）
９
０
０
０

人
だ
っ
た
が
、
23
年
前
帰
っ
て
き
た
と

き
５
５
０
０
人
、
い
ま
２
４
０
０
人
に

減
っ
て
い
る（
国
勢
調
査
と
は
異
な
る
）。

し
か
し
、
こ
の
尾
向
地
区
は
そ
ん
な
に

減
ら
な
い
と
い
う
。
い
ま
向
山
地
区
は

77
戸
あ
る
（
昔
は
98
戸
あ
っ
た
）。
空
き

家
は
２
戸
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
は
減
ら

な
い
。

民
宿
「
焼
畑
」
の
宿
泊
客
数
は
年
間

約
２
０
０
人
。
椎
葉
村
全
体
で
は
年
間

13
万
人
（
２
０
１
９
年
）
の
観
光
客
が
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あ
る
。
道
路
事
情
の
改
善
に
加
え
、
山

奥
が
好
き
だ
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
。

体
験
型
の
農
家
民
泊
も
数
年
前
か
ら
増

え
始
め
、
現
在
４
軒
あ
る
。
交
流
人
口

が
椎
葉
経
済
を
支
え
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
総
務
省
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
だ
。
椎
葉
村
は
16
年
か
ら
受

け
入
れ
始
め
、
現
在
ま
で
に
合
計
19
人

受
け
入
れ
16
人
が
離
任
し
た
が
（
３
人

は
ま
だ
任
期
中
）、
そ
の
う
ち
11
人
が

任
期
を
終
え
て
も
帰
ら
ず
、
定
住
し
て

い
る
。

椎
葉
村
の
第
６
次
長
期
総
合
計
画

（
22
～
31
年
度
）
で
は
22
～
26
年
度
の

５
年
間
に
40
人
採
用
の
計
画
で
あ
る

が
、
仮
に
そ
の
６
割
が
移
住
し
定
着
す

れ
ば
、
ま
た
若
者
が
24
人
増
え
る
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
人
口
増
加
対
策
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
興
味
深
い
戦
略

で
あ
る
。

焼
畑
地
区
は
人
口
減
が
少
な
い

椎
葉
村
の
行
政
は
「
公
民
館
」
単
位

に
な
っ
て
い
る
。
10
の
公
民
館
に
分
か

れ
、
さ
ら
に
公
民
館
の
下
に
「
組
合
」

が
あ
る
。
民
宿「
焼
畑
」の
勝
さ
ん
は「
尾

向
公
民
館
」
地
区
の
向
山
区
日
添
組
合

に
属
し
て
い
る
（
尾
向
公
民
館
は
尾
前

区
と
向
山
区
か
ら
成
る
）。

公
民
館
別
に
世
帯
数
・
人
口
の
推
移

を
み
る
と
、
尾
向
地
区
の
減
少
率
は
一

番
小
さ
い
。
最
近
20
年
間
の
世
帯
数
は
、

椎
葉
全
体
20
％
減
、
役
場
や
商
店
等
が

あ
る
上
椎
葉
地
区
15
％
減
に
対
し
、
尾

向
地
区
は
10
％
減
に
留
ま
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
率
も
、
椎
葉
全
体
34
％
減
、

上
椎
葉
30
％
減
に
対
し
、
尾
向
は
17
％

減
と
相
対
的
に
小
さ
い
。（
表
２
参
照
）。

勝
さ
ん
に
よ
る
と
、
尾
向
地
区
は
若

い
人
が
多
い
と
い
う
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
、

そ
れ
と
役
場
退
職
者
だ
。
な
ぜ
、
皆
帰

っ
て
く
る
の
か
。
伝
統
だ
と
い
う
。
隣

り
の
尾
前
区
は
商
工
集
落
、
向
山
は
百

姓
集
落
。
向
山
は
村
の
行
事
が
賑
や
か

で
、
村
全
体
で
や
る
こ
と
に
「
は
い
、

は
い
」
と
言
っ
て
対
応
す
る
。
皆
が
前

向
き
の
生
き
方
を
し
て
い
る
。
な
お
、

向
山
で
は
神
楽
の
舞
に
女
性
も
参
加
す

る
。
こ
の
20
年
間
の
人
口
減
少
の
少
な

さ
は
焼
畑
の
効
果
が
大
き
い
。
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
が
増
え
た
。

つ
ま
り
、
村
全
体
で
行
な
う
活
発
な

行
事
や
焼
畑
体
験
な
ど
、「
コ
ト
」
消

費
が
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
背
景
の
よ
う
だ
。

焼
畑
が
あ
る
か
ら
帰
っ
て
く
る
の
で
は

な
く
（
焼
畑
は
昔
か
ら
あ
っ
た
）、
村
の

祭
り
、
行
事
、
焼
畑
に
参
加
し
た
楽
し

い
生
活
の
思
い
出
が
帰
郷
の
要
因
だ
。

椎
葉
村
向
山
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
の

源
は
こ
こ
に
あ
る
。

こ
こ
は
世
界
農
業
遺
産
認
定
さ
れ
た

素
晴
ら
し
い
地
域
だ
よ
と
、
子
供
た
ち

に
教
え
て
も
大
し
た
効
果
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。
つ
ま
り
、「
見
た
、
聞
い
た
、

知
っ
て
い
る
」
は
帰
郷
の
決
定
力
と
し

て
は
小
さ
い
。
体
験
し
た
日
常
の
生
活

が
楽
し
か
っ
た
か
ど
う
か
だ
。
教
え
と

実
体
験
は
違
う
。「
い
い
思
い
出
」
が
あ

る
人
が
帰
る
。

縄
文
時
代
か
ら
続
き
、
原
始
的
と
思

わ
れ
が
ち
な
「
焼
畑
」
地
帯
が
、
人
口

減
少
が
一
番
少
な
く
、
元
気
で
あ
る
。

焼
畑
農
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
効
果
で
あ

ろ
う
か
。

「
元
気
な
老
人
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
。

「
寝
た
き
り
老
人
」
の
反
対
語
だ
。
歳

を
取
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
元
気

な
高
齢
者
た
れ
と
い
う
こ
と
だ
。
椎
葉

村
尾
向
は
、
山
奥
と
い
う
条
件
不
利
地

帯
で
あ
り
過
疎
化
傾
向
は
避
け
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
焼
畑
を
続
け
る
人
た

ち
に
よ
っ
て
、
元
気
な
地
域
（
農
村
）

と
し
て
持
続
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。

未
来
を
期
待
で
き
る
地
域
で
あ
る
。

【世帯数】
大字

（公民館） 下福良  不土野 大河内 松尾 椎葉村
計上椎葉 尾向

1980 703 439 264 186 309 312 1,588
1990 634 399 232 163 273 312 1,451
2000 576 386 220 161 248 275 1,319
2010 531 369 206 153 219 247 1,203
2020 466 327 190 145 193 208 1,057

 2000/1980
増減率％ -18.1 -12.1 -16.7 -13.4 -19.7 -11.9 -16.9 

2020/2000
増減率％ -19.1 -15.3 -13.6 -9.9 -22.2 -24.4 -19.9 

【人口：人】
大字

（公民館） 下福良  不土野 大河内 松尾 椎葉村
計上椎葉 尾向

1980 2,230 1,320 964 722 1,121 1,163 5,478
1990 1,948 1,227 752 563 942 969 4,611
2000 1,630 1,119 631 470 731 777 3,769
2010 1,319 921 576 446 572 625 3,092
2020 1,114 788 497 392 443 449 2,503

  2000/1980
増減率％ -26.9 -15.2 -34.5 -34.9 -34.8 -33.2 -38.5 

 2020/2000
増減率％ -31.7 -29.6 -21.2 -16.6 -39.4 -42.2 -33.6 

表2：椎葉村の公民館別世帯数・人口の推移

出所：椎葉村地域振興課調べ（原資料は国勢調査「小地域集計」）


